
会 議 録 令和５年12月11日作成 令和９年３月末日廃棄

会議名 京都府宮津警察署協議会（令和５年度第３回）

開催日 令和５年12月７日（木曜日）

時 間 午後２時から午後３時30分までの間（90分）

場 所 京都府宮津警察署 講堂

青木会長、矢野委員、松田委員、中村委員、中埜委員、池野委員、

（欠席 永濱委員、佐々木委員、毛呂委員） 計６人

出席者
署長、副署長、警務課長、生活安全課長、刑事課長、交通課長、

地域管理・水上係長、広聴相談係長 計８人

諮 問 １ 宮津警察署犯罪統計について

事 項 ２ 宮津警察署における各種警察活動について

１ 会長挨拶 司会 副署長

２ 署長挨拶

３ 協議 司会 会長

諮問事項説明

(1) 宮津警察署犯罪統計について～刑事課長

・ 管内の治安情勢について

・ 令和５年の主な検挙事例について

(2) 宮津警察署における各種警察活動について～警務課長

会 議 ・ 行政などと連携した活動

内 容 ・ 防犯、交通安全に係る活動

・ 警察署における訓練状況

【委員】10年前、刑法犯で検挙された少年は二桁だったものが、令和に入っ

てから一桁に減っているが、減少した原因は何か。

各種警察活動の中で、通常点検を行っているそうだが、どのくらい

の頻度で行っているのか。

【警察】少年の検挙件数の減少について、これといった原因は分からない。

一般的には、少年の人口の減少や、少年らによる集団での暴走行為等

の減少があるのではないかと考えられる。



管内でも、集団暴走などはほぼなくなっており、以前のように、暴

走するためにバイクを盗むなどの行為はみられない。そういったこと

が、少年の検挙数が減少した要因ではないかと考える。

暴走などが減少した背景としては、現在の少年たちが、暴走行為等

をかっこ悪いと思っていたり、集団ではなく単独で過ごすことが多く

なるなど、生活様式や意識の変化も関係があるのではないかと思う。

【警察】通常点検は警察署長を指揮官として、服装や給貸与品の点検等を行

うものである。毎月１回の頻度で実施しているが、交代制勤務者もあ

るので、全員が点検を受けられるよう工夫している。

【委員】地域の見回りやパトロールは、場所や回数は決まっているのか。

【警察】勤務は署内活動と署外活動に分けられる。見回りやパトロールは署

外活動である。パトロールする地区は、時間ごとに概ね定めているが、

必ずしもその場所だけではなく、ランダムに行う場合もある。

【委員】犯罪統計の特殊詐欺事件の説明で、前年に比べ認知件数は少し減っ

ているが、被害額は増えており、被害１件当たりの被害額が増加して

いることは分かった。警察がこれらの事件を認知するのは、被害者本

人からの被害申告、または家族などからの申告、または銀行等の第三

会 議 者のいずれが多いのか。その結果によって、犯罪が起こらないように

内 容 する対応はあるか。

【警察】最近の事例では、犯人が被害者に対してキャッシュカードを交付さ

せる手口が多い。銀行協会関係者等を装い、キャッシュカードを取り

に行くので封筒に入れて封印するよう指示し、犯人が持参した封筒と

すり替え、後日、中を見た被害者が驚いて警察に申告するケースが多

い。

【警察】キャッシュカードを交付させる詐欺に対する対策は、１日に引き出

せる限度額を引き下げていただくことにより、万が一、詐欺の被害に

遭っても被害金額が少なくなるような対策があり、警察から金融機関

やキャッシュカード利用者にも説明している。

それ以外では、被害者の自宅の固定電話に不審な電話がかかってく

る場合の対策である。

当署では、宮津防犯協会の協力を得て、電話をかけてきた相手の声

を録音できる機能を有する防犯機能付き電話の購入に際し、代金の一

部を補助する制度を住民の皆さんに広報している。

把握している限りでは、この電話を設置したお宅で詐欺被害の発生

はないため、特殊詐欺対策の有効な方法と認識している。

【委員】犯罪統計の説明の中で、宮津市でも大麻が広がっていると聞き驚い

た。どういうルートで広がっていると考えられるか。



【警察】一つはＳＮＳなどを使い、大麻等の薬物の情報を入手していると考

えられる。検挙のきっかけは警察官の職務質問である。

【委員】近所で今年、泥棒の被害に遭った人がいる。夜中に目が覚めると屋

内に犯人が居て大声を出して追い掛けたところ、被害品を捨てて逃げ

たと聞いた。犯罪統計の説明の中で、泥棒が多いと聞いたが犯人は捕

まったのだろうか。

【警察】検挙している。

【委員】防犯機能付き電話の件はどのように広報しているのか。

会 議 【警察】住民の皆さんには、一般向けに発行している広報紙などで利用を促

内 容 している。警察官が地域に出向いて行う防犯教室などでも直にお伝え

している。

【委員】空き巣などの侵入口はどんなところが多いのか。

【警察】基本的には無施錠のところから侵入するケースが多い。鍵が閉まっ

ている場合は破壊に及ぶ場合もある。基本的には窓を閉め鍵を閉めて

いただきたい。特に夏場は網戸にして休まれることもあると思うが施

錠してほしい。

４ 事務連絡

第４回宮津警察署協議会は２月中旬から下旬ころを予定している。

以上



第３回京都府宮津警察署協議会の開催状況


